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1 ．序章

1 ．1　 研 究の 背景 と目 的

　 現 在 の シ ン ガ ポ
ー

ル は衛 生 的 で き れ い な 国 と して 知 られ て い る が 、

数 十 年 前 ま で は 不 法 ポ
ー

カ
ー・1± 1｝

が 路上 や 広場 、駐 車場 を 占拠 し、食

料 品や 料 理 を販 売 して い た （写 真 1）。英 国植 民 地 時代 よ りホ
ー

カ
ー

は、衛 生 や 交通 の 観 点 か ら問 題 視 され て お り、シ ン ガ ポール は独 立

後、資源 の な い 国 を存続 させ る為、国家戦略 と し て
“
グ リ

ーン ア ン

ドク リ
ー

ン
”注 2）

をか か げ、イ ン フ ラ の 整備 や 生 活 環 境の 向上 に 取 り

組 ん だ。こ の 政府の 方 針に よ り、不衛生 や交 通 渋 滞 の原 因 と な っ て

い た ホ ーカ
ー

問題 を解 決す る 為、ポ
ー

カ
ー

収 容施 設 で あ る ホ
ー

カ
ー

セ ン ターの 建設 を進 め た。そ れ らホ
ー

カ
ー

セ ン タ
ー

の 老朽化 が 進ん

だ こ とか ら、Hawker 　Centre　Upgrade 　Programmc （以 下、　HUP ） を 打 ち

立 て 、ホ ーカーセ ン タ
ー

の 建 替 え や 設備更 新 が、現 在 行 われ て い る。

こ の 様 な 中華系移 民 に よ っ て 形 成 され た都 市 にお け るポ
ー

カ
ー

に 関

す る 既往 の 研 究 は．香 港 にお い て 政 策 や 収 容 施 設 の 都 市 計 画 的 観 点

か ら空 間構 成 まで を論 じた もの
3）4）5）は 見 られ る が、シ ン ガ ポ

ー
ル に

おい て 同様 の 視 点で 論 じた もの は 見 られ ない 。

　 本研究 で は、シ ン ガ ポ
ー

ル 政府 が 国家存続 を か け て取 り組 ん だ ホ

ー
カ
ーへの 管理 政 策やそ れ らの 政策理 念、ま た そ の 政策 に よ り作 ら

れ た、都 市施設 と して の ホーカーセ ン ターの 立 地特性や プ ロ グラ ム 、

空間特性 の 変遷 を明 らか に す る とともに、こ れ らホーカーセ ン ター

が シ ン ガ ポール 社会 に お い て ど の よ うに 位置 付 け ら れ て きた の か を

明 らか に す る こ とを 目的 とす る。

写真1 路上やニ ュ
ータウン噸 ）駐車場を占随す

一
る不鞋ポーカー（左 ：1％ 5右 ：1953）

　 　　　　 　　 （左 ：参考資料 12，右 ：参考資料 4）

1 ．2 　 研 究の 対 象 と 方法 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　　．

　 政府 が 管理 す る全 122 件 の ホ ーカ ーセ ン タ
ーを対象 と し 、悉 皆調

査 を 行 っ た．また、2004年の シ ン ガポール 調 査注 「｝
で 笑測 を行 っ たホ

ー
カ
ーセ ン タ

ー
の うち、2006年 9 月 まで に HUP が行われ た もの に 対

して 実測調査 を行 っ た。こ れ らに よ り、ホ ーカーセ ン ターの 空 間構

成 や 立 地 特 性 な どの 分 析 を行 う。な お、2006 年 9 月 時点で の HUP

の 進 捗 状 況 に よ り、HUP が 行 わ れ て い な い もの を再 配 潭 時代 の ホ
ー

’
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カ
ーセ ン タ

ー
とす る。ま た 、ホ

ー
カ
ー一

や ホ
ー

カ
ーセ ン タ

ー
に 関 す る

官報や 公 文 書、写 真等 を収 集 し、管理 政策を分 析 す る。

2 ．ホ
ー

カ
ー

に 対する管理政 策

2 ．1　 ホーカーの 社会 的背景

　 19 世 紀初頭、ポ ー
カ
ー．の 多 くは 移 住 民

鴫 、と りわ け 中国 系 が 多か

っ た。こ の 理 由は、容 易 に 商売を 始 め る こ とが で き る とい う要 因 に

加 え、移 住 して く る 中国人 の 多 くが 男性 で あ り、そ れ と回 峙に、中

国 人 は調 理 した て の 料 理 を嗜 好 す る こ と に よ る も の で あ る．第 二 次

大戦 後 は慢 性 的 な 雇用 不 足 に悩 ま され て お り、シ ン ガ ポ
ー

ル 政 府 は

一時的 とは い え、そ の 受 け 皿 と して ポ
ー

カ
ー

とい う職 こ 就 く こ とを

認 め た
舳 。そ の 為、生 計を 立 て る為 に多 くの 人 が 不 法 ホ

ー
カ
ー

とな

っ 払 　ま た、シ ン ガ ポ
ー

ル は熱 帯地 方で あ り、空 調 されて い な い 屋

内 で 飲 食す る よ り も屋外 で 飲 食す る方が 快適 で あ っ た。そ の 為、社

会 的 に もポ ーカ ー
に対 す る需要 は確保 され て い 紅、

2 ．2 　 ホーカーに 関す る管理 組織 と そ の 政策

　 ポ
ー

カ
ー

の 管理 は、英国 植 氏 地 時代 （1819〜19S8） は都 市清掃 局

（Town 　C ］eansing 　Department） が 、1958 年 の 、自治 獲 得後 は保 健 省

（Ministry　ofHealth ） が 行 っ て い た。こ れ らの 機関 は、不 法 ポ
ー

カー

に ラ イ セ ン ス の 交 付 を行 い 、指 定す る 設備 が整 っ た 場所 で の 営 業を

認 め、行 商行 為を 禁止 し 管理 を容易 に し よ う と し た。し か し 、都 市

清掃 局の 時代 に は、ポ
ー

カ
ーの 総数 の 把握等 が不 完全 で あ る と 同 時

に、不 法ホ
ー

カ
ー達は 営業 場所 を固 定 され る こ とを 嫌い 、管理 は 不

徹底 とな っ て い た。そ こ で、保健省 に よ っ て ポ
ー

カ
ー

の 管理 を
一括

で 行 う こ とに し、ポ
ー

カ
ー

法 （Hawkers 　Code ）
注 5）

を方缸行 させ た。こ

の 規則 は、市街 地の 不 法 ホ ーカ ー
を保 健 省 の 管理 1

．
1こ置 き、公 衆衛

生 の 改善 と ズ通 渋 滞 の 解 消 を 行 うこ とに あ っ た．某 体 的 に は、営 業

禁止 区域 の 指定や ゴ ミの 投棄 方法の 指 定、規 則 違反 時の 罰 則 規 定 等

で ある。こ の 規則 に よ り、不 法 に露店 を 構 えた 不 法 ポ
ー

カ
ー

は、露

店の 撤去 と 同 時に 罰 金刑 を科せ られ た （写 真 2）。また、Fixed　Pitじh

System（ポー
カ
ーの 数 を 制限 す る た め、路 上 な ど に 営 業可 能 な ゲ 所

を割 り当て る 手 法） を 導入 し、不 法 ポ
ー

カ
ー

の 路 上への 固定 化 を 強

化 し た。しか し、ラ イ セ ン ス の 乱 発 に よ り、設 備 の 整 っ た 場 所 の 確

保 が で きず、ポ ー
カ
ー

（露 店 1商） も生 計 を 立 て る為 に、違 法 で あ り

罰 則 対 象 と な る行 商行 為 を強 い られ て い た。

写真2 不法な露店の 撤去 の様子 〔1962）（NaionalA【clh、鵬 ofSln即閃 c 肋 蘭

2 ．3　 ホ
ー

カ
ー

収 容 施 設
tt
ホ
ー

カ
ー

シ ェ ル タ
ー”

（1 ） 設 立 背 景

　都 iii清 掃局 は、路 上 や 広 場 に不 法 ポ
ー

カ
ー

を 固 定 させ る　
．
方 で 、

上 下水 道や ガ ス 等 の 衛 生 設 備 を備 え た ホ
ー

カ
ー

シ こL ル タ
ー

の 建 設 に

着手 す る 。ホ ーカ ーシ ェ ル タ ー
は、衛 生 環 境 の 向 上 をキ 眼 と して 建

設 され 、ポ ーカ ーに 対 し て 規範 を 見 せ る為、採算 を 度外 視 した 計 画

とな っ て い た n そ う した理 由か ら、ホ
ー

カ
ー

シェル タ
ー

は 簡 易 的 と

一 1030 一

はい え、切 妻 で は 無 く ボール ト状 の 屋 根 を用 い るな どの デザイ ン に

工夫 が 飃 ら され た も の も見 られ る （写 真 4）。

（2 ） 立 地 特性

　ホ
・一

カ
ー

シ ェ ル タ
ー

は 1960 年 まで に 5 件建 設 され、8 箇所 が建 没

予 定 地 と し て 挙げ られ て い る。ま た．公 設市場 も 9 件建「殳され て い

る、，図 1 か ら明 らか な よ うに、こ れ らの 立 地 は不 法ポ ー
カ
ー

が密集

す る場 所 と重 な り、そ れ らの 地 域 は 中国、イ ン ド、マ レ ー、ア ラブ

な どの 民 族 コ ミュニ テ ィ エ リア と な っ て い る。不 法 ポ
ー

カ
ーの 発 生

要 因 や 活 動 は、民 族 コミュニ テ ィ を 基本 とす る も の で あ り、そ の 対

策 もそれ らコミュニ テ ィ エ リア を 基 本 と して い た ＿とが わ か る 、，

写真 3 ポ ーカーの 可軌式翻 吉（1950） 写真4 公設市揚とホ
ー

カ
ー

シ ェ ル タ
ー

が

　 （Nadonal　ArchivesofSingepote収蔵）　　　　 並俘する建築 （1955）（参考資ド十4）

図 1 ホ ーカーシ ニ匸ル タ
t・一／幺設市1脇 ）分布図（1ga］）〔参考沓料 16に筆者力「鰯

3 ．ホ
ー

カ
ー

セ ン タ
ー

の 設置 とその 体制

3 ．1　 ホ
ー

カ
ー

セ ン タ
ー

の 設立 背景

　 慢性 的な雇 用不 足 で あ っ た シ ン ガポール は 1965年 の 独 立 後、急 速

な 経 済発展 に 伴 い 、労働者 が 不 足 す る こ と と な っ た。特 に 製 造 業 や

建 設 業で 労働力 が 不 足 す る が、中薙系 シ ン ガ ポール 人 は、社 会 的 向

上 を 見 込 め る こ れ らの 職業 に は 就 か ず、サ
ービ ス 業、と りわ け ホ

ー

カーに な る こ と を 好ん だ。こ れは 、巾国 系 の 人 々 は雇 用 者 とな る よ

りも 自営 を好む と い う文化 的価値観 に 基 づ い て い る と考 え られ て い

る洞 。こ れ らの 要 因に よ り、ホーカー
は 減少す る こ とな く、む しろ

噌加 す る傾 向に あ っ た、そ の
一

方で 、国家存続 をか けて 国 際社 会の

信 頼 を得 る為に、ホーカーへの 対策は 本格 的 に行 われ る こ と とな っ

た ．tそ の 為 に、保 健 省 （後 1環 境省 （Ministry　ofthe 　Environment　
t
　
T〕
））

を中心 に し て 、ホ ーカ ー
を収 容 す る建 物 、ホ

ーカ ーセ ン タ
ー

の 建 設

に 取 りか か っ た 。ホ ー
カ
ーセ ン タ

ー
の 建 設 は、都 「

．ii再 開 発 庁 CUrbun
Redevclopment 　Authority）が 策 定 した マ ス タ

ー
プ ラ ン に基 づ く ニ ュ

ー

タ ウン 建 設や 工 業団 地の ：
殳置等 の 都 iii開 発 と連 動 させ 、こ の こ とに

よ っ て 、不 法 ポ ーカ ー一への 対 策 ま飛 躍 的 こ進ん だ。

3 ．2 　 ポ
ー

カ
ー

収容 政策

保 健 省は 1966年 ｝一改訂 ホ
ー

カ
ー

法 （New 　Hawk 。rs　Code）を方芭行 し、

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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Fixed　Plt。h　System で 認 めて い た 路 Eの 使用 は
一H寺的 な処置 で あ る と

明 言 し、全 て の ホーカーを 公 設市場や ホ ーカ ーセ ン タ
ー劃

に 再配 置

す るこ と を最終 目標 とし k ，．こ の 時点 で 4 件
”1　9）の ホ

ー
カ
ーセ ン タ

ー

が確認 され て い る。ま た、事務所や
一
1場 に も食堂 の 設 置を 奨励 し、

そ れ は 不 ？A ホ
ー

カ
ー

や ポ
ー

カ
ー

（露店商） の 再配置 と、労働者 の 社

会福祉 の 改 善を同 時 に 行 う試み で あ っ た。市街 地 の ホ
ー

カ
ー

に 対 し

て 1968〆69 什 に ポ ー
カ
ー

調 査 （Ilawker　Census） を 行 い 、こ の 時 点 で

登録 され た ホ ー
カ
ー

以 外 に は 原 則 と して ライ セ ン ス の 交付 を認 め ず、
ポ ー

カ
ーの 総数を制 限 した。1973年 に対象 を シ ン ガ ポ

ー
ル 全 域へ広

げ、シ ン ガ ポ
ー

ル 冷 Lの ポ
ー

カ
ー

が管 理 トに 置か れ た。1974 年 に は

ホ
ー

カ
ー

の 総数 は約 28，000 人で 、そ の うち約 13，000 人が約 7D 件
「⊥ 9♪

　　　　　　　　　　　　　　　　　 表 1

の ホ ーカ ーセ ン タ
ー

に収 容 され、収 容 しきれ な い 残 り約 15，000 人 の

ホ
ー

カ
ー

を 路上 に 固定 させ 、行 商行為を 原貝「」と して 禁止 した注 10｝。ホ

ー
カ
ー

セ ン タ
ー

の 建設 に合わ せ 、一
時的に 固定 した周辺 の ホ

ー
カ
ー

（露店商 ｝ を再配 置 して い き、路 トや 広場 で ホ
ー

カ
ー

の 姿 を見 る こ

　　　　　　　　　　　　　　 写真5 爾 己置前の ストリート（1992）　　 写真6 再配置後のス 1・リー「
・（1982）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （写真 5，6 共に参考資料 8）

ホ
ー

カ
ーセ ン タ

ー一覧表（シ ンガポール 政 府の 管理 番 弓に準ずる）
番号 ホ

ー
カ
ー

センタ
ー

名 設年 〔HUP 年） 番号 ホ
ー

カ
ー

セ ン タ
ー
名　　　　　　1 建設年〔HUP 年） 番 号 ホ

ー
カ
ー
センタ

ー
名　　　　　　　建設年〔HUP年 ）
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とは で き な くな っ た （写 真 5，6）。再 配 置 は 1986年 に 完了 し、こ の 時

点 で 約 25，000 人 もの ポ
ー

カ
ー

が ホ
ー

カ
ーセ ン タ

ー
や 公 設 市：蝪で 営業

を行 っ て い た。

3 ．3 　 ホ
ー

カ
ー

セ ン タ
ー

建設 と 管理 組織の 編成

　 ホ ーカ ーセ ン タ
ー

建設 の 目的は、公 衆衛 生 の 改 善や 交通渋 滞の 解

消 は も とよ り、食 の 提 供 と い う生 活 基盤 の 整備 な ど で あ っ た 。短期

間 に 数 多 くの ポ ーカ ー
を 収 容 す る必 要 か ら、矩形 の 単純 な平 而 構成

を 基本型 と して、類似 す る ホ
ー

カ
ーセ ン タ

ー
が 数 多く建設 され た，

こ れ らホ
ー

カ
ー

セ ン タ
ー

の 建設 は、保健 省 （後 に環 境省）や 公 営住

宅の 建設 を行 う住 宅開発庁 （Housing　arld 　Development 　Board ）、工 業

団 地 の 設 置 や 管 理 運 営 を 行 う ジ ュ ロ ン タ ウ ン 公 社 （Jurong　T 。 wn

Corporation） の
．
三機 関 が 行 っ た。そ れ に 伴 い 、保 健 省 、乙 よ る ホ ー

カ

ー
の
一括管理 体制 か ら、ホ ー

カ
ーセ ン タ

ーの 建設 を行 う各 々 の 組 織

で 管 理 を行 う複数 管 理 体 制 に再 編 成 され た。各 機 関 の 管 理 業 務 は、

ホ
ー

カ
ーセ ン タ

ー
の 建 設 計画や 設計 か ら管理 運営、ス ト

ー
ル

注 11）
の 提

供 や ス ト
ー

ル 使用料 の 徴 収な どで あ るt／しか し、ホ
ー

カ
ー一

（露店
．
商）

に 対す る管理 は、保健 省 （後 に環境 省） が 引 き続 き受 け持 っ た。

3 ．4 　 ホ
ー

カ
ー

セ ン タ
ー

に よ る 管理 政策

　 ホ
ー

カ
ーセ ン タ

ー
に収 容 され る こ と に よ り、ホ

ー
カ
ー

は 個 々 に 築

き 上 げて き た顧 客 との 関 係 や 独 自の 営 業 方法 な ど を失 う こ とと なっ

た。そ して 、ホ
ー

カ
ーセ ン タ

ー
で の 規則 と して、販売 す る商 品への

価格 表示 を義務化 し
i÷／　12〕、不 当な利 益 を禁 「ヒした。また、ス ト

ー
ル 毎

に 販売 口∫能 品 目を決 め、各ホ
ー

カ
ー

セ ン タ
ー

内の 販 売 1冒」目の 偏 りを

無 くす
1田 ｝と 同時 に 、変 更の 自由 を禁止 し た．ス ト

ール は リ
ース 契約

とな っ て お り、ス ト
ー

ル 使 用 料 は 、立 地 に 開係 無 く販 売晶 日毎 に 統

一
され て い た。ま た、ス ト

ー
ル 使用 料に 対 し て 補助金 を給 付 し て お

り、販 売 価格 を抑制 させ て い た
主 ゆ

t．衛 生 面 で は 、腸チ フ ス や結核 等

の 予防接種 を義務 付 けた。食 中毒 を 発 生 させ た 腸合、営業 停 ［lt処 分

や ラ イ セ ン ス が 剥奪 さ れ る こ と もあ っ た。

　 ポーカー（露店商）は、従来の 営業習隕を強制的に ri二め させ られ る

上 に、上述 の よ うな規制 が掛 か る こ とを嫌い 、ホ ー
カ
ーセ ン タ

ー
に 再

醸 翳
臨叢 瞳1

※ 商業地 にホ
ー

カ
ー

セ ンタ
ー

カ健 設されて いる。（図 1 ；24：1

配 置され る こ とに 当初否 定的で あ っ た。し か し 、調理 器具が 整 備 され

て お り、路 「：よ り遥 か に衛生 的で あ る こ と に 加 え、定着 す る こ とに

よ る 固定 客の 獲 得が 容 易にな る な どの 利得 があ る為、次 第 に 再配 置

に対 して 肯定的 と な っ た e

3 ，5　 ホ
ー

カ
ー

セ ン タ
ー

の 立 地 特性 （表 2）

　 ホ
ー

カ
ー

セ ン タ
ー

は 、都 市再 開発 庁 が 策 疋 す る マ ス タ
ー

ブ ラ ン に

基づ く 市街地 や ニ ュータ ウン 、1 業団地 な どの 開発 に 合 わ せ て
．
体

的 に 計 画 され、開発 地域に 散在 して い る （図 2）。円：配 置完了 2 年 後

の 1989年 には 193件が建 設 され てい た。こ れ らホ
ー

カ
ーセ ン タ

ーの

立 地 は、前述の 管理 組織 毎に 特色 が ある。

（1 ） 保健 省 （後 に 環境 省） に よ るホーカーセ ン ター （27 件）

　 保 健 省 は既 成 市街地 に お い て 、既 存 の 民 族 コ ミ ュ ニ テ ィ の エ リア

を基本 と して 、そ の 地 城 の 中心 地 に ホ ー
カ
ーセ ン タ

ー
を建 設 して い

る。こ れ らの 場 所 は、ホ
ー

カ
ーシ ェル タ

ーの 建
「
殳地、建設 予 定地 と

同 じ勘所で あ り、当 時 の 政 策を 継続 させ て い る こ とが わ か る （写 真

7，8）n ま た、市街 地 以外 で は、郊外 の 低層住毛 地 の 幹線道路沿 い に建

設 し て い る。こ れ らの ホ
ー

カ
ー

セ ン タ
ー

は、郊 外低 層住 宅地の 居住

者 を 対 象 と L て い る ほ か 、ドラ イ ブイ ン と し て も機 能 させ て い る と

考 え られ る （写 真 9）。ま た、特 殊 な 事例 と し て観 光 地 に も建設 して

お り、観 光 地 内 の 軽 食 堂 と して機 能 させ て い る （写 真 10）、，

（2 ）住 宅 開 発 庁 に よ る ホ
ー

カ
ー

セ ン タ
ー

（83 件 ）

　 住宅 開発 庁 は、新規 ニ ュー
タ ウン の 近 1舞セ ン タ

ー
の 施 設 と して

ホ
ー

カ
ー

セ ン ターを位置付 け、ニ ュ
ー

タ ウン の 中心 に建 設 して い る．

住 宅 開発庁の 活動 方針 は、住 宅不足の 解 消 を主 目的 と して い るが、

ニ ュ
ー

タ ウ ン 開 発 に お い て 、近 隣住 区論 に 基づ く雇 用 機会 の 創 出 や

生 活水 準の 向上 も含 ま れて い た。そ の
．
貫 と し て 、計画 地 内外 の ホ

ー
カ
ー

を収 容 させ 、雇川機会 の 創 出 を計 る と共 に 、コ ミ ュ ニ テ ィ セ

ン ターと し て 機 能す る よ うに ホ ーカ ーセ ン タ
ーを計画 した （写 真 11）。

（3 ） ジ ュ ロ ン タウ ン公 社 に よ るホーカー
セ ン ター q2 件）

　 ジ ュ ロ ン タ ウン 公社 は、管理 、運 営 を行 っ て い る 図 2 で 示 して い

る 1
．
業 団地 内に ホ

ー
カ
ーセ ン タ

ー
を分散 して 配 古 し、そ れ ぞれ の 工

業 団 地 の 社員食 堂 と して 機能 させ て い る （写 真 12）。

表 22006 年の 調査 時に お ける、ホ
ー一

カ
ー

セ ン タ
ー

の IIUP 別 で の 管理組織
・立 地

・
構糊 r聡 数

ニュー　 　 ン 五 　 ・地 　 百　 　 監　 　 　 　 　 　 　 長 鄭 外 低 雷
…
　 琶 総

f　　　 q 腎
駐UP 樽別 管瓔組 織 RORe †ssu 〆oRCsRcu 〆oROSRG ＋sss ＋w　ws ＋w
P障HUP 庁 11 1

正 蛋 2

計 11 韮 1 1
R四bUII伽 9　　 鬨　　　 T2111 221 ヨ

住宅開懿庁 】 12 2

計 31 　 21 ア 22 ヨ ヨ 1

H 凵P 11 篝R弓。。魄 噂ti・旺　　　　 7
　　　　　　　　　　　　　 庁住宅開 4　 s3 】

1．1 14
計 5　 ε　 　 114 ヨ 15

St細d臼rd 国家　　 丁 雪 蕘　 35 】 1 22 ヨ　 3　 　 1　 ヨ δ

住宅開発 庁 117 　　 32 1
14

】3
ジ晶ロ ン タ　 ン 公 土 22

一
　 　 2

言 2　　　 2　蚕D　　 3 軍 33i12123 璽　 3　 　 1　 1 δ 29

国蟹環 1 12 2　　　．一．一
住宅　　痔 14

　1
軍9　 隼8

「
5 33 3 54HUP

以前 ジュロ ンタ　ン公社 3．ア iD 1r 「 ヨ9．
14　 　 軍9　 1854

． 軍2JI3 3 66

、』、計 19　　 27　3き　　 5go4 　　 1 蔦 4　 　 「 52 　 ヨ 381 　 5　 　 　 1　 1 δ E τ 矍22

※ RC ：RC 造、　S ：S 造、　RC ←S ：柱
・
梁が RC で屋根が S のi昆構造 W ／木造、　S＋W ：柱

・
梁が Sで屋根がW の 混構造を指す。

※ 国家環境庁は、環境省の 後紲機関で ある。ここ で 1嵐 環境省 と同義で扱う．
図 3 土地利 用とホ ーカ ーセ ン タ

ー
の 立 地状況

　　　　 　　　　 　　　 　　　　 表 3 立地別 の複 合用 途の 数とその 用途、ホーカ
ー

ス ト
ー

ル の 平均店舗数
単独 1 2 3複合用 途 の 数

　 　複含用途
「

市場 事務所　商 店　件数 市場 ＋住 居 市場 ヤ 事務所　市場 桑 駐車場 住灣 ＋ 商震 商鷹 ＋駐車場　件数 市 場 学住居 孛駐 車 場 駆 務 駈 ÷商 店 申駐 寧 羈 件 数
討 U／C 総辭

　 　　 平均

ホ
ーカ ース ト

ー
ル数

二 皿一タウン 1364 65 1 5 1　　 7 725go 56

工藁団地 15 『5 田

市街地　住宅 1　 　 　 　 T τ 3 ↑

「
τ 415 99

商業 1 1 τ 11z3 105
郊外低層 71 τ 18 43

観光 1 1 63

総計 3765 韮 67 1 1　 　 　 　 　 　 　 6 ヨ 1　 10 　　　　　　　　　 1 12796 τ22 全平均　 64

一1032 一
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3 ．6 　 ホーカーセ ン タ
ー

の プ ロ グ ラ厶

（1） 立 地 と複 合 性 ・規 模 （表 2，3、図 2）

　ホ
ー

カーセ ン ターは、都 市計画 に 基 づ く立 地 に よ っ て 、食 堂機能

以外 に 求め られ る機 能が異 な る。そ の為、立地 に よ っ て 他 機能 との

複合性 に相違 が見 られ、そ れ に伴い 規模も異 な っ て い る。

　（a）ニ ュ
ー

タ ウ ン ：総数 90 件と
一

番多く、ニ ュ
ー

タ ウン 内の 住 民

を 主 な対 象 と して い る 為、そ の 内 65 件 が 公 設市場 と複 合 し て い る 。
ス ト

ー
ル 数 も 全 平 均 値の 64 に 近 い 56 と標準 的な 規模 で あ る 。

　（b） 1業 団地 ；全 部 で 15 件建 設 されて い る。工 業 団地の 仕員食 堂

と し て 機 能 させ て い る 為、他機 能 との 複 合は 見 られ な い 。また 、利

用者 も眼 られ る為、平均 ス トール 数 18と規模 も小 さい tt

　（c）市街地 ：総数 8 件 と数は少 な い もの の 、高密度な 地 域 に立 地 し

て い る こ とか ら、他機 能 と の 複合も単独 の もの か ら事務所 の み、市

場 と事 務 所、市 場 と駐車場、住居 と商店、市場 と住 居 と駐 車揚、事

務所 と商店 と駐 車場 と多様 で あ る ．ま た、人 口密度 も高 い 為、平均

ス トール 数 99 と規模 は 大 きい 。

　（d）郊外低層 ：総数 8 件 の 内、他 用 途 との 複合 が 見 られ るの は 1件

の み で あ る。ま た、対 象住 民 が 郊 外 住宅 地 に住 む 高 所得者層 とな っ

て い る 為、平 均 ス ト
ー一

ル 数 43 と規模 も小 さい 、、

　（e）観 光 ： 1 件の みの 事例 とな っ て お り、ス ポ
ー

ツ レ ジ ャ
ー

施設 に

併設 されて い る こ とか ら、他 用途 との 複 合 は 見 られ な い ，、ス ト
ール

数 は 63 と規模は 平均的 な もの とな っ て い る。

　 こ れ らの ホ ー
カ
ーセ ン タ

ー
は 、図 3 の よ うな 土 地利 用 規 制 の 下 で、

商業地 に 立 地 す る が 、商業 地 の 指 定 が 極め て 限定 的で あ る 為、周辺

に は ス
ーパ ー

マ
ー

ケ ッ ト等 の 類似施設 が 自由 に建 設で きな い よ うに

な っ て い る。こ の よ うに 、ホ
ー

カ
ー

セ ン タ
ー

は そ れぞ れ の 地 域 で 計

画通 りに 機 能 し運 営で きる よ うに 、土 地利用 上 保護 されて い る。

（2 ）ホ
ー

カ
ー

セ ン タ
ー

の 空間構成 （表 1，2、図 4．6）

　全 て の ホ ーカ ーセ ン タ
ー

は 吹 き 放 ちを基本 と して い る が、立 地 場

所 に よ り空 間 が 異なる。

　 （a）ニ ュ
ー

タ ウ ン に 立 地 す る ホ ーカ ーセ ン タ
ー

は、計瞬 段 階か ら

対 象 範囲 が決 ま っ て お り、中規模 で 単層 の も の が 多 い n そ れ らは、

柱 ・梁が RC 造、屋 根が S 造の 混構造 （写 真 1D と、全て RC 造 と

に 大別 で き る が、内部空 間 に ほ とん ど変化 は な く、外 周 に テ
ーブル

を 配 置 して快 適 な 飲 食 空 間 を作 っ て い る、，ま た、建 物 中 央 に も テ
ー

ブ ル を設 け る必 要 が 生 じた 場 合 、ハ イ サ イ ドライ トを 設 けて 、飲 食

空 間 の 通 風 や 採 光 を 確 保 して い る （写 真 13）、、こ の よ うな 平 面 ・断 面
meWWWWtwwww

葡

彎

写真7　106：U動pCmss 灘 tBR531A
　 　 　 　 　 　 　 　 　 韈 欝 雛 篷

　　　 ttt 　　　　　 嚢蠡 蠱 斐

写真 82 ；Amoy 　Food　C   

写真11　100 ：T 〕aPay （）hLer8Blk21 　　　写真 12　124 ： TiongB 証hnlF  dCame

構 成が、ホ
ー

カ
ー

セ ン ターの 基 本型 とな っ て い る。

　〔b）既成 市街地 に 立 地す る ホ ーカ ーセ ン タ
ー

は、高密度 な場所 に 立

地 す る 為、規模 が 人 き くな り 、単層 で は ス ト
ー

ル や テ
ー

ブ ル が 収ま

らな くな る。そ の 為、多層の もの が 多 く、ほ と ん どが RC 造 とな っ

て い る t．図 6 の よ うに 二 層 の 構成 をと り、採 光 ・
通 風 を確保 す る為

に．中央 に 吹 き抜 けを設け る こ とが あ るe そ の 他、住 宅や商業施設

との 複合 に よ っ て ビ ル 内包型の 構 成 を と る揚 合、上 部の 川 途 との 関

係や 床 面 積 が 大き い 為、吹 き抜 け が 存在 し な い か 、存在 す る に して

も小 規模 と な り、薄暗 く空 気 が よ どん だ 空 間 とな っ て い る （写真 14）。

　〔c）そ の 他 に、他 用 途 との 複合 が 見 られ る場 合に も空 間構成 に 特徴

が現 れ る v 市場 との 複合が．見 られ るホ
ー

カ
ー

セ ン タ
ー

で は、飲 食空

間 と 市場 とは 吹き抜 けや 階段、ス ト
ー

ル な どで 区切 る か、階層 そ の

もの を分離 し 、飲食空 間か ら生鮮 食品 が 直接 円 にす る こ とが で き な

い よ うに な っ て い る、、事務所 や駐 車場、商店 との 複合 も 同様 で あ り、

こ の よ うに して ホ ー
カ
・一セ ン タ

ー
は 、他 用 途 との 複 合 の 仕 方 に お い

て も飲食空 間 の 衛 生 状態 に配 慮 した 空 間構成 となって い る。

4 ．ホ
ー

カ
ー

セ ン タ
ー

の 統合 と再 構成

4 ，1　 ア ツ プグ レ
ー

ドの 背景

　 ホ
ー

カ
ー

の 再配 置 を完 了 させ た 後、民 間 フ ー
ド コ ー

ト
注 15，の 参人 を

認 可 した。こ れ は 、再 配 蹕 完 了 に よ りポ
ー

カ
ー

の 間 題 は 解決 し、政

府 に よ る 建設 は必 要 な く な っ た こ と を 意 味 して い る、、環 境 省 は 老 朽

化 に よ る 小 規模な 設 備 改修 な どは 随時 行って い た が、今後 の ホ
ー

カ

ーセ ン タ
ー

の 方釧 を 模索す る 為、試験 的に 2000 年 に 2 ヶ 所の ホーカ

ー
セ ン タ

ー
の ア ッ プ グ レ

ー一
ド

「／
．
16）（大規模 な改修、建 替え ）を行 っ た。

その 内 容 は 、周辺 建 築物 と の 不 調和 なデザイ ン や 設備機器 の 改善 で

あ り、こ の ア ッ プ グ レ
ー

ドを基に 2001 年 に 正 式 に HUP を施 行 し た、、

4 ．2 　 HUP の 実態

　HUP の 具 体的な 内容と して、

（1 ）Standard：屋根 の 葺林 え、フ ァ サー
ドの 改修、タ イ ル の 貼替 え、

　　電気や 排気、上下 水設 備 の 改善、テ
ーブル や ス ツ ール の 変更。

（2 ）RecenfiguratiQn： レ イ ア ウ トの 変更、　Standardの 内容．

（3 ＞ Rebuildili呂 ：建替 え。

　 の 三 っ が あ る。こ れ らの ア ッ プ グ レ
ー

ドを、2001 年 か ら順 次 10

年 掛 け て 行 う計 画 で あ る。2006 年 現 在は 第 四期 の 改 fl多が 行 わ れ て お

り、 1：事 中 も 含め約 半数 の 56 件 で HUP が 実 施 され て い る （表 2）、．

写真 93 ：BedokFoOdCentre　　 写真109 ：EastCoastLagoonF〔nd　V”age

写真 13　ハ イサイドライトと飲食空間　　辱真 14 昼間でも薄訂吝い ビルγ鸛 用
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　 HUP に よ る ポ
ー

カ
ー一セ ン タ

ーの 変化 と して、実測調 査を彳1・） た 二

事例、（12）Holland　Village　Markct＆ Food　Centre、（IS）Noith　Bndge

Road　Market　1　Food　Centreを紹 介す る。図 4，6、写 真 15、17 か ら明 らか

な よ うに 、HUP が 行わ れ る前 は い ず れ の ホ
ー

カ
ーセ ン タ

ー
も、ス ト

ー
ル を 効率的に 配 置 し た均 質的な 空 間構成 とな っ て い るが 、HUP 後

は 図 5，7、写 真 16，18 の 」．うに 犀 根 形状や ス トール の 配 置な ど多 様 な

空 間構成 とな っ て い る。（12）は Rebulldmg の 事例で あ り、マ ス ター

プ ラ ン に よ る土 地 利用 の 変化 か ら周 辺 が 観光地 とな り、ホ ーカ ーセ

ン タ
ー

と周 囲 の 建 築物 との デザイ ン の 不 調和 を改 善す る為 に、建替

えが 行 わ れ た n そ の 特徴 は、周 囲 の 商業 空 間 と　 体感 を持 たせ る よ

うに 、通 り に 沿 っ て 商店 を配 した 今 ま で に な い 構 欣 と な っ て い る。

（18）は Standard の 事例 で あ り、以 前の ホ
ー

カ
ー

セ ン タ
ー

の 二 階部

分 を削 り 、規模 を縮小 し た 上 で 、屋根 を葺替 え て い る 。そ の 際、大

井 高を 高 く した Hで 、中央に ア ール をHIい て ハ イ サイ ドラ イ トを作

り 出 し、内部 に植 物 を植 え た り デ ッ キ を 設 け た り し て 、快適な飲食

空 閥 を生 み 出 して い る。〔18） の 事 例 か ら も明 らか な よ うに、HUP

の 種類 が Standard で あ／
）て も大 規模 な空 間構成の 変 化が 見 られ る。

こ の 様 に 、HUP は 均 質的で あ っ た ホ
ー

カ
ー

セ ン タ
ー

の 空 間構成や フ

ア サードなどに 地 城 に 合わ せ た 多様性 を 持 た せ た．
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　　 43 　 管理 組織 とその 政策の 変化

　　　2001 年 に行 政機関の 改変 を行 い 、ポ ー
カ
ー

に 関す る業務 は環 境省

　　か ら国 家iAVtnP庁 （Natlonal　Envlronmcnt　Agcncy ） に 引 き継 が れ た。そ

　　して 、2004 年 の 4 月 か ら、住 宅 開 発 庁 の 公 設 市場 や ホ
ー

カ
ーセ ン タ

　　ーに 関す る 部署 を 国家 環境 庁 に統 合 させ る こ とに よ り、再 び ホ
ー

カ

　　ーに 対 し て
一

兀 的 な管 埋 が 行 え る よ うに して い る。

　　　民 間 フ ー
ド コ ー

トを認 め た こ とに よ り、ホ
ー

カ
ーセ ン ／7　一一とフ ー

　　 ドコー一トの ス ト
ー

ル ホ ル ダーを統括 的 に 管理 す る シ ス テ ム
’t17 ）を導

　　人 し、両 者 の 衛 生 状 態 を 底 トげ しよ うと した。そ の 他 に、ス ト
ー

ル

　　の り
一

ス 契 約 を廃 llし、ス ト
ー

ル ホ ル ダ
ー

は 20 年 の 期限 付 き で ス ト

　　ール を購 入 す る こ と に な っ た。そ し て そ の ス ト
ー

ル を 第三 者 に販

　　売 ・譲渡 で きる よ うに し た。こ の こ と に よ り、複数 の ス トール を所

　　有す る 者 も現れ 、ホ ーカ ーセ ン タ ーに お い て も、チ ェ
ーン 店 と し て

　　経営 す る こ とが可 能 とな っ た。また、HUP に掛 か る経費 の 同 収 の 為

　　の ス ト
ー

ル 使 用料 の 値⊥ げは 行わず、さ らに、ス ト
ー

ル 使 用 料 に対

　　す る 補 助金 の 給付 を継 続す る こ と に よ っ て 価格 を抑制 して い る 。
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図4（左列）再配置時代の （12）Hoiland　RoadMalket の 平面・　Yt　fi図　図5（中央列）：HUP 後の （12）Holland〜VMage 　Mdr ］（et ＆ Food　Centreの 平面
・立面 図

写真 15（右 列上二 段）：（12）HollandRoad　Marketの 内観・外＃見　　　写 真 16（右列下二 段）：（12）IiollandWlagc　M 盆ket＆ Food　Cenue の 内観・
外 観

　 　 　 　 曝

撫 

pm　vane　nm

戦噂 欝　 ・
嬉 毒

ー
錆
麹鎰

齢

図 6（左列）：再配 鄙 寺f》）（18）N （mhBndgoF（煎 C舳 の 平面・立面図　図 7（中央歹1）：HUP 後の （19）NmhBndge 　R （mdMarlcet ！FOodCentreの 平面 立面図
写真 17（右列上 二段 ）：（18）N （血 BndgeFoodC   臨 の 内観

・
外観　　　 写真 18（右列下二 段｝：（18）NonlBndseRoadMhrkettFoodCerrtTeの 内観・外観
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4 ．4 　 立 地 特性の 変 化

（1 ）ホーカーセ ン ターの 削減

　再配置 完了 後 は、政府 管現 の ホ ー
カ
ーセ ン タ

ー
の 建 没 は 1 件 の み 1

で 、1989年 には 193件 あっ た ホ
ー

カ
ー

セ ン タ
ー

は、1999 午 に は 141

件、2006 年 に は 125 件
庄 ls，

と減 少傾向に ある。廃．「［二され る ホ ーカ ー

セ ン タ
ー

は 、ニ ュ
ー

タ ウン 内で お亙 い に 近 接 し て い る場 合や 、ニ ュ

ー
タ ウン の はず れ に立 地 す る場 合が 中心 と な っ て い る。廃 rl：され た

ホ ー
カ
ーセ ン タ

ーの 跡地 は、次 の 開発 が 行 われ る ま で緑 地化 し担 保

され た 状態 と な る （写真 19）。こ れ らの 廃止 は、供給 過多 な ど に よ る、

需給 の バ ラ ン ス を採 る 為に 行 われ て い る と考 え られ る．

（2 ）民間 フ
ー

ドコ
ー

トの 導入

　再 配 置完 了 後に 開発 され た ニ ュ
ー

タ ウ ン で は、マ ス タ
ー一

プ ラ ン に

よ る 誘導の 下、ホ ー
カ
ーセ ン タ

ー一
に 替 わ っ て 民 間 フ

ー
ド：　L．トに 近

隣セ ン タ
ーの

一
施設 と して の 機能 を 委 ね て い る．ま た、ホ

ー
カ
ーセ

ン タ
ー

の 周 辺 に も、民 間 フ
ー

ドコ
ー

トが 建 設 で き る よ うに 土 地 利 用

制 限 が 変更 され た 地 域 もあ り、民間フ
ー

ド コ
ー

トが ホ
ー

カ
ー

セ ン タ

ー
の す ぐ隣に 建 設 され た 事例 も見 られ た。しか し、こ れは供給不 足

を民間 の 力で 補い 、か っ ホーカーセ ン ターの 過皮 な保護 を避 けて 適

切 な競争原 理 を導入 して い る と考 え られ る．

4 、5 　 プロ グ ラ 厶 の 変化

（1 ）立 地 と プ ロ グ ラ ム

　HUP に よ り建杯 えを行 う場合 で も移転 は行 わず、ホ ーカ ーセ ン タ

ーの 立 地場所 は 再配 置時か ら変化 して い ない 。また、HUP が行 われ

て い る 間 も、周辺 の 広 場な どに 仮設 の ホ
ー

カ
ーセ ン タ

ーを
弓
殳け、食

堂機 能 を維 持 し て い る．再 配 置 時 に近 隣セ ン タ
ー

と して 建 没 され て

建 替 え を行 う場 合 、周 辺 の ホ
ー

カ
ー

セ ン タ
ー一

や 公 設 市場 と統 合 して

大 規模 化 し、周 辺 施 設 と
．．．

体 とな っ て 近 隣セ ン タ
…

と して の 機 能 の

強化 を図る とい う事例 も見 b れた （写真 24）。

（2 ） 空 間構 成の 変化 （写 真 20〜26）

　 ホーカーセ ン ターは屋 根形状 が 変更 され、多層な ハ イ サイ ドライ

トを恃 つ よ うに な る と共 に、天井 高 が 高 くな り、ス ト
ー

ル に 岡ま れ

た 場 所 に飲 食空間 を設 け られ る こ とが 多 くな っ た （図 5，7〕。規模 の

小 さな単層の ホ VJ 一セ ン タ
ー

で は 中央に コ
ー

トを配 し 、コ
ー

トを

中心 と した 内向き の 飲食空 間 を作 り出 し て い る．こ れ らに よ り、・
「夬

適 な飲 食空 間 を 作 り出 して い るn ま た 、外装 で は 陽射 し を遮 る と共

に通 風 や 採光 を 得 る為、ル ー一バ ー
や パ ン チ ン グ メ タル を 多用 して い

　蠏　mo 繍鰤 mo 　脳　　　　　　　　　　　’鰰　thum　嫐

る．そ れ ら に様 々 な 色が 川 い られ、ホ
ー

カ
ー

セ ン タ
ー

は 華や か な フ

ァ サ
ー

ドを 持つ よ うに な っ て きて い る．その
．
方 で、ポーカー一セ ン

タ
ー

は HUP が行 わ れて も、吹き放ち とい う構成 に 変更 は なく、再 配

置 時代 か ら継 続 され て い る特徴 の
一

つ とな っ て い る。こ の よ うに し

て、ホ ー
カ
ーセ ン タ

ー一
は 吹 き放 ち に よ る通 風 の 確 保 を継 続 しな が ら

も、HUP に よ っ て よ り恒 久 的 な建 築 物へと 変化 して い る。

5 ．ホ
ー

カ
ー

セ ン ターを取 り巻 く新 しい 動 き

（1 ＞ホーカーセ ン ターで の フ リ ン ジア クテ ィ ビテ ィ

　 民間 フ ードコ ート参入 の 許 pf に よ り、国家環 境庁 は ホ
ー

カ
ー

セ ン

ターの 運 営 を継続 させ る為、特に 若 い 世 代 の 顧 客取 り込 み を行 う。

そ の 中 で、ホ
ー

カ
ーセ ン タ

ー
を 活 気 あ る施 設 にす る 為 に 、フ リン ジ

ア ク テ ィ ビ テ ィ の 場 、す な わ ら踊 りや 歌 な どの パ フ ォ
ー

マ ン ス や ブ

リ
ー

マ
ー

ケ ッ トな ど様 々 な催 しが 行 え る 場 所 と して 運 営で きる よ う

に した。場所の 指 定 は あ る が 申請す る だ けで 、無料 で 活 動が で きる。

た だ し、フ リ
ー

マ
ー

ケ ッ トや プ ロ モ ーシ ョ ン 括 動 とい っ た 営利 li的

の 場合 は 承認が 必 要 となる。そ の 他 の 規 制 と して、ホ
ー

カ
ーセ ン タ

ー
で 販 売 され て い る 物 品等 の 販 充禁止 や 営業妨 害の 禁止 な どが あ る．

これ らσ）規 制 は、あ く ま で ホ
ー

カ
ーセ ン タ

ー
を 第

．
義 と して フ リン

ジア ク テ ィ ビテ ィ が 位置付 け られ て い る こ とが わ か る n

（2 ）社 会福祉施設 と して の ホーカーセ ン ター

　 HUP の 施 行 と同時 に ス トー一ル 使用料 が 改訂 され た が、こ れ は
一律

料金体 系で は、HUP の 前後 で不 平等 となる 為で あ り、HUP に掛 か る

経費 の 1旦「収 とい う意味 は 薄い 。こ の 改訂 で は、立地 場 所 の 優 劣 も考

慮 され 、よ り公 正 な料金 体系 と な っ た。こ れ に よ り、各 ホ
ー

カ
ー

セ

ン タ
ー

で 多少 の 価 格 差 が 生 まれ た が、補 助 金 の 給 付 を継 続 して 著 し

い 価 格 の ．．L昇 を防 い で い る。実 際 に、他 の レ ス トラ ン や 食堂 よ り も、

ホ
…

カ
ー

セ ン タ
…

の 方 が 安 価 で あ る こ とに 変 わ りは な い 。

（3 ）観光資源 と し て の ホーカー

　2001年 には 、シ ン ガポール 観光局 （Singapore　Tourisln　Board）、チ

ャ イナ タ ウン 商業協 会 （ChinatQwn 　Business　AssoGiation） と共 同で 、

チ ャ イナ タ ウン で 路上 屋 台 を復活 させ た。その 中で 国家 環境庁 （当

時環 境省 〉は 、炉 所 の 指定 と衛 生 設備 の 設置 を 行 っ た。ま た 、陪上

交通省 〔Land　Transport　Authority）の 協力 を得 て 、日時 の 指 定付 きで

該 当す る街 路 を歩行者
．
大 国 に し て 観光客 の 安全 を確保 し 、観 光地 と

し て の 屋 台街 を確 立 させ た （写 真 27）．他 に も、市街地 に あ る 歴 史的

建造物 を活用 し た民 問 フ ード コ ー・一トは 、昼 間は ビ ジ ネス 街 の
．
食堂、

写真19 緑 地1ヒされ 担保されてい る跡地　 写真 20 コ ートを中・L之した飲食空間（1）　 写真21 ル ーバ ーを」1いブコ ァサ
ー一

ド（7）

写真 23 吹抜 を中’L之した飲食空間（24）　 写真24 統合によりノ」鴨 匕した事例（24）　 写真25 多閖 ヒする屋根の 形状（25〕

蕪 鏤 灘 圭 ≡ 舞 麟

　写真 22 写真 21 の ファサ
ー

ド（7）

写真 26 写真 25 の フ ァサ
ー

ド（25）
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夜間 は 周辺 の 路 上 を取 り込 み、フ ード コ ートと路 ト屋 台 が
一

体的 と

な っ た観 光施 設 と して運 営 され て い る （写真 28）。こ の よ うに、観光

資源 と して 、ポ
ー

カ
ー

を管 理 す る とい う新 た な展 開 を見 せ て い る。

写真 27 〔湘 natown の 路．．ヒ屋 台街

6 ．結論

（1 ）公 衆衛 生 の 改善

颶

Pt・　 調

　　　　　　　　　　　　　　 麟
　　 　 　　 　　 　　 　　 　 ＿黴 攤

写真 28 観 ）肪醐 ゆ た民聞フ
ー

ドコート

路上 の 衛生 環境 を改竚 し保 持す る 為、ポ ーカー法、改訂 ポーカ
ー

法 を施 行 し て 、ポ ーカ ーの 行 商行為 を禁 止 し 、管理 を容易 に す る 為

に、一時的 にポ ー
カ
ーを路 Eに 固定 し た，，そ し て 、均質 な規格化 さ

れ た ホ
ー

カ
ー

セ ン タ
ー

を数 多く建設 し、1986年 ま で に全 て の ホ
ー

カ

一
（露 店商） を再 配置 し、公 衆衛生 を脅か す ポ

ー
カ
ー

の 問 題 を解決

し た。こ の プ ロ セ ス は 、決 し て 能動 的な もの で は な か っ た が、そ の

政策背 景に は 、先進 諸国の 投資 を得 る為 の 衛 生 水準 の 確保 が あ っ た。

（2 ） 都市計画 上 の 保護規制 された 都市施設

ホ ーカ ーセ ン タ
ー

は、シ ン ガ ポール の 都 市計 閊 に お け る 上地利 用

規制 に基 づ い て 配 置 され て い る。ニ ュータ ウ ン 内で は 近 隣セ ン タ
ー

の 一施設 と して、コ ミュニ テ ィ 施設 の機能 を 果 た して い る。工 業団

地 で は 社員食堂 と して 、市街 地 商業地 で は 社 員 食堂 と事務所 や駐 車

場 と い っ た複 合施 設 と して 機能 し て い る 。こ の 様 に 立 地 の 相違 に 伴

い 、ポ
ー

カ
ー

収容施設 と し て の 機能以 外 に 付加 され る機能 が 異な る．

さ ら に、土 地 利 用 制 限 が 厳 密 に適 丿
．
「1され て お り、ホーカ

ー
セ ン ター

の 周 囲 は、無 秩 序 に類 似 施 設 が 建 設 で き な い よ うに 他 用 途 が 地 区 指

定 され て お り、効 果 的 に 運 用 で き るよ う に規 制 が掛 け られ て い る。

（3 ）再配 置完 了後の 市場原理 の導 入

再配置 が完 了 した 1986 年以 降、ホ
ー

カ
ー

セ ン タ
ー

は 1件 しか 建 設

して お らず、民間 フ
ー

ドコ
ー

トに 食 の 提供施設 と して
一

  を担わ せ、

土 地 利用 制 限に よ る 保護 規制 を掛 けなが らも、市易原理 を導入 し て

い る 。っ ま り 、公 些施設 とい え ど も需要 の ない ホ ーカ ーセ ン タ
ー

は

廃止 し て い く
一

方で 、需 要の ある 既設の ホ
ー

カ ーセ ン タ
ー

に対 し て

は積 樋的 に HUP を行い 、都 市施 設 と し て 運営 を強化．継続 し て い る。

（4 ） 地 域性 に 合わせ た HUP に よ るホーカーセ ン ターの 多様 化

HUP に よ っ て 、ホ
ー一

カ
ー

セ ン ターは 衛生 設備 な どの 機能 強化 は も

と よ り、天 井 高を 高 く した り コ
ー

トを設 ける な ど して 快適 な飲食空

間 を 作 り出 して い る。また、均 貫なデ ザイ ン で あ っ た ホ ーカーセ ン

タ
ー

を 屋 根 の 形 状 を多様化 した り外装 に 様 々 な色 を用い た り して 、

そ の 地 域の ア イ デ ン テ ィ テ ィ と なる よ うに し て い る。

（5 ）現在 の ホ
ー

カ
ー

セ ン タ
ー

の 多面 的位置 付け

地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ 施設 と し て 機能す る ホ
ー

カ ーセ ン タ ー
は 今 日、

補助 金 給付 を継続 し 、価格 を抑制す る こ とで 、雇 用や食 の 供給面 で

社会福 祉施設 と し て 位 置付 け られ て い る。また、主要 産業 で ある観

光業 の
一

施 設 と し て も位置付 け られ て い る。こ の よ うに 、　 ．
度 は 否

定 した 路 ltの ポ
ー

カ
ー

の 存在 を見直 し、多様 な運 営を行 うこ とで 、

ホ
ー

カ
ーセ ン タ

ー
は シ ン ガ ポ

ー
ル 人 の 生 活 を様 々 な面か ら支え る施

設 と な り、シ ン ガ ポ
ー

ル 文 化 の
一．

つ とな っ て い る。
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注

注 1）本論で は、ライセ ン．ス 文付を受けて い ない ホーカーを不法 ホーカー、ライセ ン ス 交

　付を受けたポーカーをポーカー鯰 店商）、ホーカーセ ン タ
ーに収容されたホーカ ー

を

　ス ト
ー

ル ホル ダ
ー

とす 盗．まt．上記の 全て をホ
ー

カ
ー

と総称する。なお、不法ホ
ー
カ

　ーは、行商人や露天 商、不 法な露店商を含痕

注2）路．Eの ゴ ミとい った公衆南生か ら、交通関
．
帯や自僚 7）汚職まで、シ ン ガポ

ー
ル を様々

　な面か らきれい にし、i體 かな国に しようとい う運軌

注 3）セ ン トラル リージ ョ ン 内の †一カ
ーセン タ

ー
を対象に、空間特1生の 類型化を行 うた

　めに、2004年 9月に関酋大学で 行く・た、悉皆
・
実損「胎 を指すL

注4）1961年 7月2 凵、LEEKuEtr1Yevif氏 〔当時、シ ンガポ
ー

ル 自浩州の首相n現、シンガ

　ポール ＃．和 国の 顧問相）は 、ス ピ
ー

チで 晦 用形態凶難 立され るまで は、生計を立てる

　た めにホーカー鱒 タク シ
ー一

の 運転手になるこ ともiEむを得ない n 』と述べ て い る。
注 5）今回の 調査で は、ホーカー法が 19認 年の 自治獲得か ら 1966 年の 改訂ポーカー法施

行までの 期間に施行されたことしかわか っ ておらず、施行年の 判明には至 っ てい ない c
注 6）この 文化的1生向によ り．1974年の 全ポ

ー
カ
ー

の 92％が 中華系 となってい る。
注 り 保健 省が管轄 していた ホ

ー
カ
ー

に関する7 業務は、行政組織の再編 成に伴い、1972

　年に環豬百に引き継がれた，
沖 8）改訂ポーカ

ー
法ガ施行され湘 寺点で はホーカーセ ン ターとい う名称國吏用されてい

　なっ かたが、そ の 後の 政策展開を砦慮して、ホ
ー一

カ
ー一

セ ン タ
ー

とい っ名称を使用した。
注 9）これ らの数値は、緲 彰）収集が不完全である公設 市場 とジュロ ン タウン公 陸の ホー
　カーセ ン ターの件数を除い たものであ る、
注 ID）アイ ス タ リームや パ ン ．飲料水 な どの 、比較的臭い や ゴ ミの 排出 が少ない 、限 られ

　た物品の販）
’
L
・で しか行商行為は認可され なくなっ た、20D6 年現在で も．　Iimerantlhwker

　として 、ア イス ク リ
ー

ム 雫飲料氷の 販売を認め られて い るホーカーは存在する．
注 1リホ

ーカーセ ン タ
ー

内の 露店の 呼称としてス ト
ー

ル を用い る．
注 12）販売物品に対する価格の 表示iま、売買の 簡略化のため習「貫的に行われてい た。
注 13）cooked 鳳 drink，Muslimとい っ た ス トールが 、各ホーカーセ ンターで営業 され るよ

　 うに な っ ている、，
注 14）ホーカ ーセ ン ダ ー丶の 黼 己置を行 う際に、ホーカー（露店商）等の 不満の 表れとし

て 、1970代自i亅半に大きく価格を ト爿．させ た こ とへの 対策として 行われたゆ
注 15）衛生設備や断生管理 に関して は、ボ

ー一
カ
ー

セ ン タ
ー

と同等の 規制を受け るが、営業
　時間 や控調 等の

一
殳備環 境、価格計定 等に関 して．ほ とん ど規制 を受けな い ．

注 16＞試im／1勺なア ッ プ
．
グ レ

ー
ドを本論では EbeHし？ 俵 2参照） と位置付けた。

注 17｝全ての ス ト
ー

ル に刔 して衛生状態に より A〜D の グ レ ードに分類 し、それ ぞれ の グ

　レ
ー

ドを店頭に表矛する義務を負わ世、ス ト
ー
yレを

一
括で管理 して い る。

注 18｝これ らの値は、ホーカーセ ン ターと公設 市揚を足 し合わ せた数値で ある。なお、2006
年の ホーか

一
セ ン ダ

ー
の 総数は前川の 通り122件で あるc
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